



















































Report of the Observation for Cube-Sat RAIKO
 








































































鏡 面 精 度 ～13GHz
半値幅(Ｓ帯) ３deg
駆 動 方 式 経緯台方式
最大駆動速度 18deg/sec
駆 動 範 囲 高度３deg以上




衛 星 名 RAIKO(雷鼓)





































































送 信 周 波 数 2285MHz
送 信 出 力 100mW(２分配出力)
送 信 ア ン テ ナ パッチアンテナ
変 調 方 式 BPSK方式
送信ビットレート 9600bps
軌 道 高 度 400km
速 度 7.7km/sec
最大ドップラ偏移 ±58kHz
表５ 和歌山地上局受信機器の設定
受信周波数 2285MHz
中間周波数 425MHz
スペクトルアナライザ設定
X軸： RBW＝3kHz
 
VBW＝100Hz
 
Span＝300kHz
 
Y軸： dB/div
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和歌山大学地上局による国際宇宙ステーション放出衛星「RAIKO」(雷鼓)観測実験
て)であり，衛星高度とともに減少する観測値は計算と
よく一致する。また，信号捕捉時から信号損失時まで，
トータルで290秒程度の受信時間であった。
3.4和歌山局での初期運用成果
和歌山局は，2013年冬に予定されているUNIFORM
衛星の本運用へ向けて，地上局設備の整備・調整を進
めている途上である。この初期運用を通して，多くの
貴重な経験を得た。
現状の和歌山局のアンテナ運用方法では人が介在す
る必要のある場面が多く，実際の運用時は，オペレー
タの疲労や効率を考え，もっと効率的な自動化・遠隔
操作化を強化すべきと考えた。今回，11回の観測のう
ち２回も観測トラブルが発生しているが，これらの機
能の強化と丁寧な運用訓練によって克服できると考え
る。また，遠隔地にいる協力者と，共同で観測オペレ
ーションを行う際，メールやチャットなどの意思疎通
や，観測データ共有の方法に，特に工夫が必要との認
識を得た。また，衛星製作に取り組み，同時に衛星オ
ペレータでもある東北大学の学生達が，自主的に動け
るよう環境を整備し，モチベーションを引き出すマネ
ジメントが，今回のRAIKOの成果につながっている
と感じた。
なお，RAIKOのプロジェクトは現在も，様々な新し
い挑戦に挑み，重要な成果を次々と上げている??。
4.まとめ
和歌山大学では，UNIFORMプロジェクトにおけ
る，地上局設備の研究開発を行っており，直径12mお
よび３mのパラボラアンテナの整備を行っている。
この３mアンテナを用い，ISS放出衛星RAIKOの
初期運用観測に参加をし，東北大局，福井工大局と共
に観測を行った。その結果，2012年10月６日の観測で
信号の受信に成功した。
このRAIKO衛星初期運用を通して，UNIFORM
衛星へとつながる多くの経験を得る事ができた。今後，
2013年冬に予定されているUNIFORM衛星の本運用
へ向けて，地上局設備の整備を進めたい。
謝辞
まず，今回の実験にあたり，RAIKOのプロジェクト
を統括し，和歌山局での受信に関しても，様々な方面
でのご協力を頂いた東北大学の坂本先生に敬意を表し
ます。
また，実際の観測実験にあたり，お手伝い頂いた皆
様に感謝の意を表します。林さんをはじめとするIfES
のスタッフには，夜遅くまで観測のお手伝いを頂き，
大変ありがとうございました。また，和歌山大学シニ
アアドバイザーの下代さん，岸裏さん，森田さんには，
豊富な無線通信の経験に基づいたサポートを頂き，大
変助けとなりました。最後に，夜遅くにRAIKOに興味
をもって見学に来られた学生の皆さんにも，ワクワク
ドキドキする瞬間を共有できた事を感謝致します。
引用・参考文献
１）国際宇宙ステーション放出衛星「RAIKO」(雷鼓)
URL：http://www.astro.mech.tohoku.ac.jp/
RAIKO/
２）RAIKO?CUBESAT
 
URL：https://twitter.com/raiko?cubesat
図１ 受信スペクトル(詳細は表５参照)
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